RS形 先頭管の形状、寸法及び寸法の許容差　　　

図－2  RS形先頭管の形状、寸法及び寸法の許容差
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注1.その他の寸法については、標準管に準じる。

注2.先頭管の有効長（Ｌ）は、有効長1930㎜のものは1000（＋10 ，－15 ) ㎜に､2360㎜のものは1130(＋10 ，－15 ) ㎜に、

2340㎜のものは1110(＋10 ，－15 ) ㎜に、1920㎜のものは1000（＋10 ，－15 ) ㎜に、2320㎜のものは1090 (＋10 ，－15 ) ㎜に、

2310㎜のものは1080（＋10,－15）㎜にすることができる。

　　

(  )内は、RS形600、700の寸法





Ａ部詳細
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